
資料① 
 

境港市総合戦略について 

〇計画の位置づけ 

まちづくり総合プラン

第10次境港市総合計画 

境港市都市計画 

マスタープラン 
第２期境港市総合戦略 境港市人口ビジョン 

令和３～７年度 令和４年３月改訂 令和２～６年度 令和２年２月改訂 

・市政全般を網羅したも

ので、境港市のまちづ

くりの総合的な指針

（市政運営の方向性）

を定めている。 

・市が策定する様々な計

画の最上位に位置付

けられる。 

・境港市が目指す都

市像を示すもの

で、土地利用、道

路・公園、都市施

設、市街地の整備

などの方針を定め

ている。 

 

・人口減少に歯止めをか

け、魅力と活気にあふ

れ、心豊かに安心して

暮らせる「境港市」を

構築していくことを

目的に、まちの活性化

(地方創生)を図って

いくうえで重点的に

取り組むべき施策を

とりまとめたもの。 

・本市における人口

の現状をもとに、

将来の人口減少と

その影響を推計。 

・人口減少に対する

問題を市民と共有

し、今後目指すべ

き将来の方向と人

口の将来展望を示

したもの。 

 
 

 

〇境港市総合戦略の目的（総合戦略の冊子 1～２ページ） 

 ・平成26年に「まち・ひと・しごと創生法」が施行された。国は地方創生にあたって、「しごと」

が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立するとともに、その好循環

を支える「まち」に活力を取り戻すことを基本的な考えとしている。 

    しごと…「雇用の質・量」の確保・向上 

    ひ と…有能な人材を積極的に確保・育成、結婚・出産・子育ての切れ目ない支援 

    ま ち…地域の特性に即した課題の解決 
 

〇戦略が非常に重要といわれる理由について 

 ・戦略とは、組織が達成したい「目標」を共有し、資源を活用する上での指針。 

 ・目標を実現するためのシナリオ（持続的で長期的な方向性）を決め、労力、お金、時間といっ

た有限な資源をどう配分していくのか、優先順位を判断する際の指針となる。 
 

  
目 標 

  

 
目標(Goal)…将来都市像 

  
戦 略 

  戦略(Strategy)…目標を達成するためのシナリオ 

重要な問題を見極め、優先する指針を作る 

 作 

戦 

戦 

術 

 作戦(Opetation)…戦略を実現するための各プロジェクト 

戦術(Tactics)…具体的な戦い方（人員、投入先、管理手法等） 
 

〇良い戦略とは？ 

 ・本当に重要な問題を見極め、最も効果の上がるところに持てる力を投下すること。 

  →総合戦略は、あれも、これもといった盛り沢山の方向に向かうのではなく、目標を達成する

うえで、重要となる点、何を優先する必要があるか指針を示すことを重視。 
 

 ・総合計画（まちづくり総合プラン）は、さまざまな視点や要望を取り入れながら、反対意見が

少なくなる方向で検討・策定するため、リソースも網羅（分散）する方向となる。 

 

令和４年９月２日 

 

〇第２期境港市総合戦略の概略 
 

１ 目標（総合戦略の冊子５ページ） 

 ・環日本海オアシス都市 ～笑顔あふれる日本一住みたいまち～ 

  →砂漠の中の「オアシス」のように国内外から人やものが寄り集まり笑顔があふれるまち 

 

２ 基本的な方向（目標を達成するための戦略…総合戦略６～７ページ） 
 

（１）２つの道筋 

３つの港と水産・観光資源を 

生かしたまちづくり 
 

「子育てするなら境港」を標榜した 

子育て環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ひと」「もの」の交流を促進し、 

産業振興・観光の活性化を図る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結婚(出会いの場)から妊娠・出産・子育

てまで切れ目のない支援 

・女性活躍の推進、ライフ・ワーク・バラン

スの実現 

雇用の拡大、移住・定住の促進を実現  少子化に歯止め  
（２）２つの視点 

 ア 市民参画による『協働と改革』 

 イ 中海・宍道湖・大山圏域が一体的な発展を目指す『連携と共栄』 
 

 

３ 戦略について考察 

 

 

 

 

 

 

水産資源 観光資源 

重要な 

社会基盤 

連携 

境 港 境漁港 

米子鬼太郎 

空港 

子育ての 

負担軽減 

子育て環境 

の充実 

出会いの場や 

就労環境の充実 

連携 

交流 

協働 

共栄 

周囲を 

巻き込む 

〔※注〕 

※注 ・巻き込まれた相手が自ら進んで期待されている役割を担い主体的に行動する状態 

   ・協力しながら取り組むことで相乗効果が生まれ、単独で成し遂げられない成果がうまれる。 

企業・団体・住民・地域外のあらゆる立場、 

あらゆる世代の人々が、コミュニケーション

を取りながら交流が生まれていく。 


